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卒業生を送るにあた って

この春めでた く医学1.・ 看護学 上の学位 を取得 さ

れ る医学 科第 二 卜八期生九 卜κ名、看護学科第 八期

生 ヒ 十`・名の皆 さんに心か らお祝 い中 し上げ ます。

皆 さんは もとより、長イ1この春を待ち佗びて 来 ら

れたこ父母、ご家族 も大変お 喜びの ことで しょう、,

それは また私 ども全学の教職 員に とって もこのL

ない喜びで、皆様 に心 か らの お祝を申 し一トげます。

しか し学位 を取得 された皆 さんは、 世の中の 多 く

の 方 々に 支え られ、 今 日の 日があ るとい うことに深

く思いを致 し、感謝の念を新たに していただ きたい

と思い ます。

医学 科では六イ1、看護学科では四年の問、学 業や

課外活動に励 み、知識 、技術、倫理観それに 人間関

係の 人切さな どを充分に学ばれ る と共に 多 くの思い

出 も作 られ たこ とと思い ます。 これか らは 今 まで

に得 られたあ らゆ る事柄 を活用 して、社会に貢献 さ

れ ることを期待 してい ます。

さて、最近は様 々な高度 先進医療が開発 され、 人

々に 大きな希 望をもた らし、 世の中 か ら医療 に対 し

人きな期待が寄せ られています。

しか し他 方では医師 イく足や看護師不足な どの問題

や イ神 な医療 事故や医療紛 争等 が人 きな問題にな'・

てい ます、,

医師 不足や 石護 師不 足な どの問題 に対 して大学は

なかなか良い解決策 があ りません。 しかし今 日か ら

社会に出 られ るあなた 方がそれぞれの考 えや行動 に

よって これ らの問題 を解 決 して くれ る 可能 性 があ

り、 人い に期待 してい ます。

一方医療事故、1ケ、療 紛 争や医療倫理 に関 わる問題

に対 して は医療 人 としての基本的 な職業倫理 を持 っ

て臨 まねば な りません。 口本医帥 会か ら提唱 されて

旭川医科大学長 八 竹 直

いる医療 人の職 業倫理指針 では、 まず医療 人は生洲

にわた り常 に学習 に励み、学 術的知識 と技術 とを習

得す る義務 が謳われてい ます。 次に医療 人は、医療

の向上のためには、個 ・・の患 昌に対 する診療のみな

らず、診療 の埜礎 とな る研究のll引.を 図 るこ とが必

要です。最 後に医療 人は品性 の陶冶 と保持 に努める

必 要があ ることが強調 されてい ます。すなわ ち医療

人は、 さまざまな学識や経験 を生か した多而的な も

のの 見ノ∫がで きる ように 見識を培 い、医療 人 として

の 責任にふ さわ しい品性 を育て トげなけれぱな りま

せん。

品{ゾ1の陶冶 と保持 とい うこ とはなかなか難 しいで

すが 、常に誠実であるこ と、他 者を思いやる心 と愛

を持 ら続け ること、 さらには謙虚である ことの少な

くとも3つ の事柄 を心に深 く留めて いただ くことが

肝要 ではな いか と思 ってい ます。

さて、 こび)春か ら(1)現'実(ノ)医療ナ見場では色 々な⊥易

面に出会 い、充実感を得 られるこ とがある ・方 、辛

い ことや苦 しい こと、予想 もしない事態 に も遭遇す

る可能性 があ る と思い ます。 その ような時にはあ

なた ノノがこの 大学 に入学 した当時 に持 っていた 「病

んで 蹴 ん でいる方の役に立ち たいか ら医療職 を 目

指 した」 という初心 を思い出 し、誠心誠意、病 んで

いる 人の 為に医療 に精進 して くだ さるこ とを切に願

ってい ます。

それでは学位 を取得 された皆 さんの 今後 ます ます

のご健康 とご発展 を心か ら祈念Lて お祝いの 言葉 と

いた します、,



医学科第29期 生を送る

ゐ

この度、めでた く卒業を迎えられる医学科29期生

の諸君に心からお祝い申し上げます。恐らく、大学

生として過ごすことはこれが最後でしょうし、色々

な思い出を胸に抱いておられることと思いますが、

大多数の方にとっては、同時に「医師 としてのスター

トライン」に立つことになると思います。約30年 前、

私達は大学紛争最後の学年で、「入局拒否」、「臨床

系大学院ボイコット」をクラス決議 し、研修先は自

分で決めることになっていました。大学病院が主体

の6ヶ 月単位のローテー ト研修ですが、今のような

マッチソグはな く、人気のあるところは くじ引きと

な りました。給料も安かったため、アルバイ トは研

修医ルームに張ってあった募集先に早い者勝ちで電

話したのを覚えています。 ところが翌年、1期 下の

卒業生が 「何でもOK」 のクラス決議を行ったため、

私達の先輩が10年 かけて立ち上げたシステムはその

時点で崩壊 しました。そして今、諸君はマッチソグ

第4期 生 として巣立つことになります。大きな違い

はシステムを自分達で決めたのではない、 というこ

とですが、選択の範囲が広がった という意味では良

いことかもしれません。

さて、今後諸君がどの様な道を歩むか分か りませ

んが、大切なことがい くつかあ ります。私が最 も大

切だと思 うのは 「情熱」です。臨床においても、研

究においても、「情熱」が欠けるとルーチソ ・ワー

クに流され、いたずらに時間だけが過ぎていきます。

今の 「初期研修システム」で研修医には労働基準法

が適応され、病院側が週40時 間以上勤務 させてはい

けないことになっています。本来アメリカのシステ

ムを導入 したはずなのですが、あちらは 「週80時 間

以上勤務させてはいけない」ことになっています。

何 も長時間働 くことに意義があるわけではありませ

んが、何事も達成するには時間がかか ります。 どの

領域でも、本当に自分がや りたいことを達成するの

に必要なことは、「情熱」 × 「時間」だと私は考え

ています。

医学科第6学年担当 羽 田 勝 計

次に大切なことは 「師を選ぶ」ことです。今回大

部分の諸君は、マ ヅチングに当たって、表面的に示

された各病院の研修プログラムから選択したのだと

思います。 しかしこれは決して諸君の医師 としての

将来を保障するものではあ りません。大切なことは

「情熱」を持ち続けて研修することと、将来の 「師

を選ぶ」ことだと思います。師弟関係 というのは、

最近 日本では批判の対象 とな りがちですが、どの職

業でも極めて大切だ と思います。出身大学を余 り問

題にしないアメリカですら、どこのラボの出身で、

ボスは誰か、ということは問題にな ります。そして、

「師」は身近にいます。旭川医科大学にも、「師」

として選んで間違いない先生方が多数おられます。

決 して教授だけが 「師」であるわけではあ りません。

今後諸君は 「自分がや りたいこと探 し」をすること

になると思いますが、残念ながら自分の適性を自分

で正確に評価する訓練を 日本人はあまり受けていま

せん。ただ、どの分野を選んでも、続けるとそれな

りに満足するものです。 しかし、「師匠選び」は違

います。同 じ分野を選んでも、「師」が違 えばその

後の成長過程が異なることが良 くあ ります。ただし、

あくまで人間関係なので全ての人にとって良い「師」

は存在 しません。是非、自分に とって良いと思われ

る 「師」を選び、自分の能力を高めて ドさい。

さて、最後に申し上げたいのは、「仲間を大切に」、

ということです。医療は一人ではできません。仲間

の メソバーがや りたがらない、いわゆる雑用を、進

んでやること(俗 に「雑巾がけ」と呼ばれています)、

何で も良いから自分の得意技を持つことは、どの世

界で も重要です。そうすれば、仲間は何かの際に必

ず助けて くれます。臨床でも、研究でも、皆がスター

になれるわけではあ りません。 しかし、一流の臨床

医、 一・流の研究者には誰でもなれる可能性があ りま

す。今、諸君はそのスター トライソに立っています。

頑張って下さい。

(内科学講座 教授)

}



旅立ちに贈 る 「子 どもが育つ

魔法 の言葉」 と 「自己実現」

看護学科第4学年担当 岡 田 洋 子

ご卒業おめで とうごさいます。

夏休み 明けか ら、ピンチヒ ッター として皆 さん方の
クラス担任であ った岡田です。4年 生はすでに長期

臨地実習 ・卒 業研究 ・就職活動 に入 って お り、 クラ
ス全体 として お会いする機 会は、 ほ とん ど無か った

ように思い ます。就職 ・進学のための相談あ るいは

推薦書 を依頼 にこられた方 、アルバム委 員の方、そ
して謝恩会にむけて幹事 をなさってい る方 … 等、

訪室 を受けてか らの対応で 、担任 としては ト分機能

で きなかった こと、紙 面を借 りて お詫び いた します。

進学 され る一部の方 を除 いて、 多 くの皆 さんは4

月か ら社会人 として スター トされ ます。皆 さん方を

迎 え入れ る、皆 さん 方がこれか ら歩む看護界は どの
ような社会なので しょう。人間は、 自分 自身あ るい

は家族 ・大切 な人の幸せ と健康を願い、豊かな生活

を求めて生 きて きた(生 きてい る)と 思います。確

かに生活 は便利 にな り、欲 しい物が容易に手 に入る

豊かな社 会 とな りま した。そ して この豊か さに比例

す るかの ように、 い じめ、ハ ラス メン ト、凶悪 犯罪
の低年齢化 、少子高齢化、 自然環境破 壊 ・温 暖化現

象等 々、親子間 を含めた人間間 ・人間 と社会間 ・人

間 と自然環境間の問題が顕在化 して きてい ます。特
に医療 や教 育の場 においてあ ってはな らない人間の

尊厳や人格 を深 く傷 つけ る 「ハ ラスメン ト1が 、身

近でも見聞 きするようにな りました。悲 しい ことです。

子 どもは、私達 人人(社 会)を 写 しだす鏡 です。

自ら3人 の子 どもを育 てた母 親であ り、孫 ・ひ孫 も
いる家庭教育 コソサ ルタソ トの ドロシー ・ロー ・ノ

ル トは、著書 「子 どもが育つ魔法の 言葉」(PHP研

究所)の 中で次のように述べています。
・けな されて育つ と、fど もは、人をけなすよ うに

なる
・子 どもをばかにす る と、引 っ込 み じあんな子 にな

る
・とげ とげ した家庭で育つ と、子 どもは、乱 暴にな

る
・守 ってあげれば、子 どもは強 い子 に育 つ
・褒めてあげ れば、 子どもは、 明るい了に育 つ
・励 ま してあげれば、子 どもは、 自信 を持 つように
なる

・分 かち合 うことを教 えれば、子 どもは、思 いや り

を学ぶ
・子 どもに公平 であれば、子 どもは、正義感のあ る

子に育つ
・親が正直であれば、子 どもは、正直 であ るこ との

人切 さを知 る

本来 家族 そ して社 会が有 し受 け継 がれ て きた機

能 … 「守 ってあげ ること」「励 ます こ と」「分かち

合 うこ と1「 公平 である こと」「正直であ るこ と1と
いった、人間に とって基 本的な絆 ・家族機能 を、現

代社会は豊 か さの代償 として失 ないつつあ るように
思います。

この ような社会 に巣立 って い く皆 さん方には 「良

き家庭人 として」「良き社会人として」幸せな人生
であってほしいと願っています。そしてその幸せの

輪が周囲の人 々や次世代へと広がっていくことを。
何が幸せであるかは人によってそれぞれで異な りま
すが、真に自分を幸せに感じ感謝 して生きる人は他

者の幸せをも大切にでき、人間の尊厳や人格を深 く
傷つけるような言動をとることはできない と、私は
信 じています。

医療の世界では長 く、医師がその リーダー として
の任を果たしてきました。現代では、医療に関わる

職種 も増えその専門性 も深まっています。コ ・メデ
ィカルが一つのチームとなって患者中心に支援を提
供 していかなければ、良質で十分な医療を提供する
ことが困難 となっています。他職種 と協働して仕事

をしていくことが必然 となってきています。

私が以前から 「座右の書」 として愛読している本
の著者であるマズローは、著書 「人間性の最高価値」

(誠心書房)の 巾で 「自己実現」する人の行動を次
のように述べています。

1)自 己に捕 らわれず、無我夢中になる。
2)不 安や恐怖のために自己防衛陥らず、成長へ

の選択を行なう。
3)表 面を装わず、真実の 白己に誠実に応える。
4)自 分自身に正直となり、その自分に責任をと

る。
5)白 分自身に耳を傾け、他人 とは異なる自分に

正直であろうとする勇気がある。
6)知 性を用いて、 自分が したい と思うことをよ

りよく成 し遂げようと努力する
7)買 い求めた り、他人からもらった り、探 し求

めた りして得ることのできない真 ・善 ・美の

至高体験をする。
8)自 分が何物であり、誰であるかを発見し、自

分がどこへ行 き、使命が何であるかを見出す。
反対に自己実現 していない人は、自分の先入観や

価値観に捕らわれる。 自分の考え方(価 値観)が 脅
かされると自己防衛に必死 となり、先入観や価値観
に振 り回される。 自己実現する人は、「自分が何物
であ り、誰であるかを発見し、自分がどこへ行き、

使命が何であるかを見出す」 とあ ります。 自分の専
門とする領域を極める努力 ・取 り組みと同時に、専
門外の領域に関 してはその専門領域の考えや方針を
尊重するといった、人間 として ・職業人として基本
的なマナー ・ルールを持ち備えた人間性が求められ
ます。 このことな くしては、どのような対策を講じ
たとしても 「いじめ」や人間の尊厳 ・人格を深 く傷
つける「ハラスメソ ト」は、無 くならないと思います。

これから他職種の方々と協働 して仕事をしていく

機会が多い皆さん方には、自分の専門とする領域へ
の責任 ・責務 と同時に、他職種が専門とする領域へ
の敬意 ・尊重 といった行動が とれる人間であってほ
しいと心から願い、期待 しています。
2007年3月 吉 口(看 護学講座 教授)
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率業にあたって

医学科第29期卒業生 遠 藤 哲 史

当事 者 にな ってみ ない とわか ら

ない こ とってあ ります よね。 毎年
臥卒業 シー ズンがや って くる と

、今

iピまで お世話 にな った先輩方 を毎年

同 じように、普通 に送 り出 して き

た。 い つか 自分 も卒 業す る 口が く

るんだ ろ うな、 くらい に しか思 っ

ていなか った。 そ して、今回 自分 が送 り出され る身

となった。 今改めて感 じるこ とは、今までそれ が当

た り前で、何 とも思 わなか った ことが、実 はす ご く

貴重な こ と(時 間)で あ った とい うことだ。毎 日授

業や実習があって学校や病院へ行 き、そ こで仲間や

先生 と会 うことが当然の ことであ'・た。 そ して、 ま

た明 日行けば普通 に顔 を合わせ ることがで きた。そ

れが当た り前であったか ら、何 も意識せ ずに 口々過

ご して きた。

国家試験最終 日、長い受験勉強 が終 わ り開放感で

いっぱいだ ったが、同時に何 故か寂 しさ も込 み上げ

て きた。 も しか した ら、 もう会 うことのない人 もい

るのではな いだろ うか(卒 業式 も事情 に より出席 で

きない人 もいた りす るか ら)。 そ う思 うと様 々な思

いが込み上げて きた。 あの時 あんなにお世話 にな っ

たの に、お礼 さえ言えなか った。 あの時 あんな言い

方 して しま ったけ ど、 もう少 し別 の言い方を して お

けば 良か った。 あの人の ことを もっ ともっ と知 りた

か ったのに、大 した ことも話 せなかった…、等 々。

その時その時何気 な く過 ご している ことって、実

はす ご く貴重な時間なんだな あ。 きっ とこれか らも

色 々な人 と出会 い、同 じように後 になって、 もっ と

こうしておけば良か った、 なんて思 うことも多々あ

る と思 う。それはそれで良いのだ と思 う。 ただ、そ

の時は二度 とない時だか ら、 その時 その瞬間 を大切

に していけた ら良い と思 う。 これか ら医師 として働

いた ら、人 との出会いは今 まで以上 に多 くな り、同

時に短 く貴重 な もの となるだ ろうから。

最後に、今までお世話 にな った人達へ。 この場 を

お借 りしてお礼 を言 いたい と思 う。

「どうもあ りが とう」 いつかまた会 える 日を夢

見て。

[===二 二二二=======================

一撫襲 麓 饗 ＼,

医学科第29期卒業生 高 原 文 治

入学 してから短かったのでしょ

うか?長 かったのでしょうか?

二月中旬に国家試験を終 えた時

には、6年 間とは意外にも短いも

のだ と感じました。 しかし、それ

もつかの間、6年 間生活 した部屋

の汚れはやはり6年 間分で、掃除

を しなが ら、その長 さを実感 して います。

さて、簡単 に書けば、爆裂 な積雪 を6回 経験 して

身 も心 も大 き く(特 に身は3割 増!)な りま した。

この6年 間は、それまでのス トレス ・フ リーな、

ぬ るい生活 から一変 し、ラグビー部の朝練 ・そ して

み っち り学業 とい う大学生的 な生活 を送 る とい うも

ので した。 ここで、物事 を乗 り越 えてい く上 での気

合いの重要性 を悟 ったのが一番の収穫であ った よう

に思います。

もちろん、ぬ るい 自分 が大 した気合いな ど持 ち合

わせている訳 もありません。周 りの同級生、特にラ

グビー部の仲間の気合いをお裾分けしてもらえたお

かげです。

きつ くても、同じ仲間 も同じようにきついんだろ

うなという気持ちと、自分がや らねば という気持ち

で勉強 も部活 も何 とかへこたれずに卒業まで付いて

くることが出来ました。

みんな、ありがとう。そ して今後もよろしく。

卒業式や国家試験は一つの区切 りではあ ります。

しかし、また同時に人生における一つの通過点に

過ぎません。6年 間の旭川での生活がそうであった

様に、この先 もその時その時に会う人々に助けられ

支えられながら、紆余曲折して行 くのでしょう。

今までお世話になった方々に感謝しつつ、旭川医

科大学で得た体験をもとに、自分自身も他人に影響

を与えられる様な生き方が出来たら良いのになと思

います。

5一
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医学科第29期卒業生 林 圭

長かったようで短かった6年 間

の大学生活が終了 とな りました。

これまでの期間お世話になった先

生方、友人、家族、実習での短い

期間ながら関わった患者様方等、

多 くの方 々への感謝の気持ちでい

っぱいです。

自分は部活をやるわけでもな く、あまり行事には

積極的に参加はしなかった方かもしれません。それ

でも多 くの同じ道を目指す仲間たちと、自分たちを

導いて くださる多くの方々に支えられて、ここまで

成長 して来 られた という気持ちに変わりはあ りませ

ん。 この気持ちは今後の生活の中で も一生忘れられ

ないものだ と思っています。

6年 間の勉強の中、通るだけに精 一杯だった試験

を終え、終わ りのない医師 としての生涯学習に向か

うこととな ります。病院実習の短い期間でも、医療

現場で働いている人たちの実際と、様 々な病気に悩

まされている多 くの患者様方に触れる中で、学ぶこ

との多さと大きな責任感が必要であることを実感

し、自分でやっていけるのかどうかという不安は卒

業を間近に控えた現在で も消えることはあ りませ

ん。 しかし、その不安を持ちながらも、一歩一歩ゆ

っくりと成長 していくことが出来れば、それが自分

に とっての理想の医師へ と近づいてい くことだ と信

じ、卒業後 も自分なりの歩みを続けていこうと思っ

ています。

また、自分は旭川で長い期間を過ごし、大学を選

択する際も自然に旭川医大を選択 しました。現在北

海道の病院が医師の人数不足に悩まされていて、多

くの将来に対する不安の声が挙がっています。自分

が卒業後 も北海道で働いて行 くことが、結果的に多

くの人たちの救いになることに強い責任を感 じると

ともに、充実感を覚えもします。6年 間の大学生活

の中で旭川、もしくは北海道という環境の中で今後

も勉強を続けていきたい と思う人が増えてい くこと

を道民の一人として願うと共に、今後の医療現場の

環境が改善されていくことを期待 しています。その

未来に自分が少 しでも関わって行ければ幸いです。
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看護学科第8期卒業生 津 坂 仁 恵

これを書いている今から4年 前の

この時期。今 と同じように期待 と不

安でいっぱいだったのを思い出す。

そんな期待は呆気な く裏切 られた

し、それ以上のものでもあった。大

学に入りたての私たちを迎えて くれ

た先輩方は、特にユニフ ォーム姿が

とて も凛 々し く見えた。

しか し、いさ自分たちが4年 目の長い実習に入 る

と、 日々を乗 り越 えることで精一杯だ った。患者様

の 一挙 ・動 に一喜一憂。病棟 スタ ッフや先生、 さら

には患者様 にも質問 されて、 しどろ もどろのパニ ヅ

ク状態。あ あ、先輩 たちの ような姿 とは程遠 い ・一。

休憩時間に入る と、度 々そ う思った。 そ うして数 々

の実習を終 えた今、その4年 間を振 り返 って、何 よ

りも自分 の力 とな った のは、r根 拠 を持 って行動す

るこ と』だ と思 う。『なん とな く』 して きたこ とも、

実習を重 ねるご とに、『こうだか ら、 こうす る。』 と

考 える ことが 自然 にな った。(し か し、 ユニフ ォー

ム を着 てい る時 に限 る。)こ れは もう、大学4年 間

の訓練の賜物 だ と言 え る。

そんな必死だ った実 習中は特 に、親 か ら離れて一

人暮 らしにな って貴重 だ ったのは、家族の ような友

人 たちだ った。支 えあ って、泣いた り笑 った り、成

功 を称 えあ った り。授 業や実習が終 わ った夜 、み ん

なで食べ る食事は本当 に美味 しい。 お酒があ って も

な くて も、 よ く喋 り、 よ く笑 った。振 り返 ると、 な

んだかす ご くかけが えのない時間に感 じる。私 の大

学生活 はそんなこ とば か りが、大 きな位置 を占めて

いる。

卒業 を 目前 に、寂 しさ と不安 と期待が混ざ って複

雑 な気持 ちではあるが、 これ まで に学んで きたた く

さんの ことを総動員 して、次の 目標 に向か ってい き

たい と思 う。 そ して、実習中 に出会 った様 々な人た

ちの期待 に応 え られるよ うにな りた い。

4年 間ご指導頂 いた先生方 をは じめ、実習でお世

話にな った多 くの方 々に感謝 してい ます。 また、 こ

こまで支えて くれた親 に も多大な る感謝 を込 めて。

本当にあ りが とうごさいました。

[=====一
『一========コ

i!難灘繊 勲麟灘麟灘懸 懇1

看護学科第8期 卒業生 澤 崎 勇 気

4年 前の春、入学式も終え不安 と

緊張の入り混 じる中、大学の校門を

くぐり 「ついに大学生になった」と

いう喜びの気持ち と 「早く大学生活

に馴染もう」 という焦 りにも似た気

持ちを抱え、大学生活をスター トし

たことを今も覚えています。今卒業

を目前に控え大学4年 間を振 り返 り、あっという間

だったという印象は決して拭い去ることはできませ

んが、4年 間における思い出の ・つひとつを思うと

大変有意義でもあり、中身の濃い4年 間を送ること

ができたと思います。

大学生活を通 して何より学んだのは 「考える」 と

いうことであったように思います。大学入学以前ま

でのように単純に与えられた知識を覚えるだけでは

なく、自らの興味 ・関心に基づいて発展的に学習す

ることが大学では求め られ、特に実習などでは決し

てマニュアル通 りにいかない生身の患者様を対象に

し、一つひとつの情報を収集 しては個別的な看護計

画を考察することが求められるたあ、その 「考える」

ということの難しさ ・奥深さを感じることも多々あ

ったように思います。しかし、一方では理論的に考

えるということが少 しつつできるようになっていく

自分を、社会人そ して看護職への…歩を踏み出して

いるのだと客観的に振 り返ることもあ り、そんな自

らの成長を誇 らしく思うようにな りました。

そして何 より人 との出会いが私の大学生活を豊か

にし、私 白身を大 きく成長させた と思います。4年

間は決 して平坦な道の りばかりではな く、挫けそう

になることもありましたが、そんな ときには優 しい

手を差 し伸べてくれた友人、熱心に御指導 して くだ

さった先生方や実習でお世話になった病棟 ・地域の

看護職の方 々がいました。また、看護学生として未

熟ながらそんな自分を受け入れてくださった患者様

やその家族の方々、いつもふさけあっていた同期の

男子看護学生、そして陰ながら大学生活を送ること

を支えて くれた家族など多 くの方 々に感謝いたしま

す。本当にありがとうございました。

7一
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平 成19年3刀23日

平 成19年3月23日

平成18年度 修士学位記授与者名簿

氏 名 授 ケ 年 月 日

荒 井 優 気 平成19年3月23日

蝦 名 智 子 平成19イト3月23口

角 谷 甲 佳 平 成19イ ト3月23日

川 筋 奈 緒 美 平成19イト3月23日

佐 々 木 洋 子 平成19年 1月23日

豪 野 美 奈 子 平成19年 1月23口

伊 藤 亜 希 子 平成19年 3月23口

巾 谷 理 恵 平成19年 凋23日

8



＼繍 翻鵜 擬鰍鐘勧て隔.
』 ・商 ㌧ 呂 目

医学科第1学年 黒 嶋 健 起

パ ソ コソのモ ニ ター越 しに、4

桁 の数字 を見た。

自分 の何かを認め られた気が し

たあの瞬間 か ら、 早い もので1年

とい う月 日が流 れ よう として いま

す。

引越しの準備に追われ、札幌～旭川を何度 も往復

しました。何よりも驚いたのは、同じ北海道内にも

かかわらず、ここまで寒いのか ということでした。

道産子の私ですら突 き刺さるような寒さを感 じたも

のです。

何 もかもが初めての一人暮らしに始まり、入学式、

新歓合宿 と慌 しく過ぎていきました。先輩方がすす

んで話 しかけて くれ、人 と人のつなが りの大切さを

あらためて感じた、そんな時期だったと思います。

そんな中、私も2つ の部活動に入ることを決め、や

っと医大の生徒の仲間入 りをしたような気になった

のを覚えています。

6月 に入 り医大祭 というイベントもあ り、なおの

こと忙 しい日常を過ごし、あっという間に7月 に入

って、医大での初めてともいえるテストがあ りまし

た。浪人 というプレッシャーとは違った、留年 とい

うプレッシャーを意識 しだしたのもきっとこの頃で

す。

異様に短い夏休みを終え、体調を崩 してしまった

私でしたが、た くさんの友人の助けに支えられ、な

ん とか無事に前期試験を終えることが出来ました。

ややほっとしたのも束の間で、後期に入ると実習の

数が格段に増え、レポー トやスケヅチに追われる毎

日。正直、この頃が1番 しんどかったと思います。

まさか大学生になって色鉛筆を持つとも思っていま

せんでした。教室で組織の絵を描いている人が多く、

ある意味異様な光景でした。

夏休みよりさらに短い冬休みが過ぎると、あっと
いう間に後期試験。後期試験 も先輩方の助言により

無事に追え、この文を書いている自分に到っていま

す。

こうして1年 を振 り返ると、出会った人々や両親

に支えられている自分を再認識 し、感謝の気持ちで

いっぱいです。もうすぐ新入生がやってきます。自

分がこの1年 で得たもののい くらかでも、伝えてい

けたらいい と感じています。

L二______________________ 一 コ

ー

部活動以外の時間には、ご飯や遊びに連れて行っ

て くれました。

医学科第1学年 小 林 愛 美

白一面の景色も少しずつ色づき、

春の暖かさが感 じられる季節 とな

りました。

旭川医科大学 に入学 してから、早
一年が過ぎようとしています

。

私は実家を離れ、一人暮 らしを

するのは初めてでした。

期待や不安が入 り混 じった気持ちで入学式を向か

え、先輩方の部活勧誘 を受けながら大学生活が ス

ター トしました。新 しい環境に慣れるまでは戸惑い

や不安を抱えていましたが、よい友人に恵まれ充実

した生活を送っています。

始めの頃に遊んでいた友人 と今で も一緒にいま

す。

部活では、先輩から多く学ぶ ところがあ りました。

私はどの部活に入部するか最後まで悩みました。

6年 間続けたいという思いがあったからです。その

時の選択は正解であったと思います。

単なる技術だけではな く、厳しさと優 しさをもっ

て接する姿勢や、成 し遂げようと努力する姿勢など、

態度でも教えていただいた気が します。

短い期間で多くの人と接 し、一つ 一つの事が良い

経験 とな りま した。

大学には全国各地から集まる、年齢 も育ってきた

環境も違う人達 との出会いが多 くありました。

価値観の違いもあ りますが、考え方が違 うからこ

そ得られるものもあ ります。

話してい く中で、自分になかった視点や考え方に

気付き、いい影響を受けました。

広 く多角面から考えられる視野を持てるよう精進

したい と思います。

私は自分に足 りない と思うところも多 く、まだま

だ社会に出る前に養わなければならないところがあ

ります。大学にはその為の環境が用意されていると

思います。

講義や自学を通して必要 とされる知識を増やすこ

とができ、様々な分野を専門としておられる先生方

も丁寧に質問に対応して くれました。

今後 もこの大学で様 々な出会いがあると思いま

す。

知識だけではな く自己の内面を成長できるよう、

これか らの 日々を大切に過ごしたいと思います。
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看護学科第学1年 大 塚 ゆ きの

2005年7月 下 旬、「旭 医にはAO

入試 の制度が あ るか ら考 えてご ら

ん」 とい う高校 の担 任 の先生 が言

った一言の おかげで、2006年4月 、

晴 れて私 は この大学 の一 員 とな る

ことができました。

しかし、これまであまり顔ぶれの変わ らない中で

生活 してきた私にとって、大学生活は期待よりも不

安が多 くを占めていました。親元を離れての一人暮

らしもその不安を大きくする要因だったのかもしれ

ません。幼いころからの憧れだった医療の世界 ・看

護の道に進めて、専門的な勉強がで きることは非常

に嬉 しかったけれど、新 しい生活にはなかなか馴染

むことができませんでした。 このような調子でこの

先、やっていけるだろうかという迷いがいつもあっ

た気がします。 しかし、そんな迷いはどこへやら、

今は とて も楽 しく生活 しています。 テス ト、 レポー

ト、その他 もろ もろ … と忙 しい毎 日ですが、支

え合 える仲 間 もで き、非常 に充実 しています。また、

病 院実習や生体観察実習な どを通 して、 自分が どん

どん医療 の世界 に近づいてい るとい う実感が湧いて

きています。

この1年 間で痛切 に感 じた ことが2つ あ ります。

1つ は、一 人暮 らしを始め ると勉強 しな くて も掃 除

しな くて も、 もう誰 も注意 して くれない ということ

です。 その ときは注意 されな くて楽だ と思 って も、

結局 最後 に困った り、嫌な気分 になった りす るのは

自分 です。一人暮 らしには 自立 と自律 が本 当に重要

だ と思います。2つ 目は、人 とよい関係 を築 いてい

くには 自分 に 自信 が必要だ とい うことです。 自信を

持 ってい られるような生活を していない と、人の優

しさを素直 に受 け止め るこ とす らで きないのだ とい

うことに気付 きま した。

私 は もう迷 いません。残 りの3年 間 、よい看護師

になるべ く、 口々の小 さな ことに対 して も努力を惜

しまず、最後 には大 きな結果を得 られるようがんば

りたいです。

[======

雛 購1麟騨購麟 麟難1轍

看護学科第1学 年 加 藤 梨 紗

旭川医科大学に入学 して早いも

のでもう一年が過ぎようとしてい

ます。 この一年は、 自分にとって

新 しい発見 もあ り、色 々な意味で

自分を成長 させて くれるような充

実 した楽 しい ・年だ った と思いま

す。

昨年の春、奇跡的に合格 しとても嬉 しかった反面、

新 しい環境に不安 と戸惑いがあった ことをまだ覚え

ています。しかし、部活の先輩方が大学生活につい

て色々話して くれたり、友達 もた くさんで き、楽 し

い大学生活を送れるという期待がもてました。

勉強に関しては、今までとは全 く違 う学び方だ と

思いました。基礎看護技術学においては、確かな看

護技術を身につけるために友人 と一緒に技術を練習

したり、お互いもっと上手 くなれるように助言し合

ったり、個人的に先生からご指導をいただいた りと

自分から積極的に学ぶ姿勢が何 よりも大切であるこ

とに気づきました。また、議論 し合う場面 も多々あ

り、これまで発言することが苦手だった私にとって

は自分を成長させるよい機会 となったと思います。

後期では実習が多々あ り、中でも衝撃的であった

のは、ハムスターの解剖 と人体解剖の見学です。今

まで解剖をしたことがないのにいきなり自分で行う

にはやは り抵抗がありましたが、哺乳類の体の中が

どのような構造になっているのかを観察でき、 とて

も勉強になったと思います。また、人体解剖では医

学科二年生の先輩方がわかりやす く説明してくれた

り、近 くで観察することによって教科書では学べな

い多くのことを学ぱせていただきました。また、病

院実習では、実際に患者さん とふれ合ったり、看護

の現場を見学させていただいたことで、この ・年で

学んだ看護学をより深 く学べ、今後の勉強に生かす

ことができる充実 した実習であった と思います。

残 りの三年間もこの一年みたいにあっという間に

過ぎてい くのだと思います。その中で私は部活 も大

いに楽しみ、積極的に勉強にも励めるような今しか

過ごせない充実 した大学生活を送って生きたいと思

います。
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「就任 ご挨拶」

看護学講座(母 性看護学 ・助産学)教 授

平成18年12月1日 付けで母性看護学 ・助産学教授

を拝命致しました。定年退職 された野村教授 とはバ

トンタッチが出来ませんでしたが、母性看護学 ・助

産学領域の充実 と社会の変遷に即 した働 きが出来ま

す よう微力ではあ りますが努力する所存でお りま

す。

私は助産師免許取得後、現 日赤医療センター分娩

室、北里大学病院産科病棟で助産師 として多くの出

産を取 り扱って参 りました。 日赤医療セソターでは

自然出産を、北里大学病院産科病棟では少数のスタ

ッフで大学病院 としては最 も多い と思われる年間

1500～1600件 の分娩への対応 と管理妊産婦への看護

援助を実践して参 りました。北里大学病院での出産

様式は全例誘発麻酔分娩であ り、当時の産科麻酔の

方法 としてはカクテル麻酔 といわれた全身麻酔によ

る出産でした。 自然出産においても経過の早い経産

婦の分娩はより速やかに経過 し、同時進行の複数の

産婦の緻密な分娩経過の診断と実践を求め られる経

験をしました。また、様 々な症例に対するケア実践

の場でもありました。自然出産を標榜する方々から

は誘発麻酔分娩に対する批判があ ります。しかし、

私は自然および管理出産双方の経験をふまえ、両方

の良さについて認識でき、誘発麻酔分娩を含めた管

理出産は医療適応例はもとより、十分なインフォー

ム ドコンセントを前提にした選択肢の1つ として、

現代の出産のあ り方であると考えています。臨床で

の経験は、多 くの女性が当面する仕事か育児かの選

択の結果途切れ、一地域人 として貴重な経験をした

後に今 日に続 く教育に関わるようになりました。

4年 制大学の中で看護基礎教育と並行 して行われ

る助産師教育に携わ り、助産師教育は、 自立 した専

門職の育成 としてどのような教育が望ましいのかを

常に考えて参 りました。

一11

黒 田 緑

折しも、看護教育は高等教育化に向けて始動を始

めた時期であ り、当初から助産師教育の位置付けに

ついて異なる意見がありました。戦後、日本の看護

教育は米国の影響を受け保健師 ・助産師 ・看護師の

一体化を念頭に構築された教育であり、教育内容お

よび教育期間等において助産師の専門性が必ず しも

強調された状況ではあ りません。現在、助産師教育

は専門学校 ・短期大学専攻科 ・4年 制大学 ・大学専

攻科 ・大学院修士課程 ・専門職大学院 と同一の国家

試験受験資格を得るために6通 りの教育が展開され

ています。殊に最近の10年余の間に全国百数十校に

増加 した看護系大学の中で行われている助産師教育

は看護基礎教育と並行する形態をとり、さらに、保

健師 ・助産師 ・看護師の三国家試験受験資格を124

単位余の大学教育の中で取得で きる、他医療職の教

育には見られない教育が行われています。このよう

な中にあり、混沌 とした助産師教育の今後を考える

上で社会と教育の成 り立ちを明らかにすることを研

究 し、また、助産師教育の実態を調査 ・分析 ・問題

点の明確化を行い教育推進活動の根拠 として参 りま

した。さらに、実践教育 としての教育内容指針を調

査 ・分析の結果をふまえて明らかにし、専門教育の

質の確保に務めています。

臨床におきましては、出産に伴う産婦の不安、母

子相互作用、先天異常児のサポー ト、出生前診断を

受ける女性の自己決定等に関することを研究 し、教

育では上記のほかに看護職者の生涯学習ニーズに関

する研究などがあ ります。

助産師教育のみならず、看護基礎教育の重要性を

も認識してお ります。先の哲学者の 「教育学は産婆

学である」 との言葉は私の教育に対する考え方を表

してお り、日々実践に務めているところです。
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"

退職にあたって

物理学教授 谷 本 光 穂
畠

私 は、昭和60年8月16口 に旭川医科大学に赴 任 し、

今 日まで約21年6ヶ 月、長 いようであ り、 また、無

我夢 中の舶 いようで もあ りましたが、大変お世話 に

な りまし〆プこ二〇

赴 任当時、「物理1の ほかに1情 報処理1を 担 当

していま した。着任 当時はパ ソコンの台数が少な く

確か数台だ と思 いますが、実習にはな らない状態 で

した。 それでも年 に1、2台 と少 しずつ買い増 して

きましたが、 とて も間に 合わず、 この窮状 を心配 さ

れた我孫 子副学長や清水学 長の裁 断の もと一 気に60

台が揃 い、第7講 義 室の裏 の スペ ー ス(現 在 は医学

科低学年 男子の 更衣室)を 情 報処理実習室 として整

備 して もらい、や っと実習 らしき教育が出来る よう

にな りました。 パ ソコンはPC-9800UVで 、プ ログ

ラ ミン グ1了語 は、BASICか らFORTRANに 変更 し

ました、,教育内容は、プ[グ ラム作成 がキ 目的 で万

{1カ レン ダー・を作'・た り、道路表 面か らL空 に向か

って空 気の屈折率が変わる ことを条件 に逃げ 水を再

現 させた り、保健管理セン ター よりもらった本学学

生 の身 長 、 体 重 の デ ー タを 用 いて 肥 満 度 を表 す

BMI指 標 を求め、 その統計 処理 を行'・た り結構 楽

しい授業で した。学 生 もこの授 業に結構のめ りこみ、

征年の ように2-3名 の学 生は熱心 さのあ ま り留年

するの ではな いか と気を揉 んだものです。物理実習

で も非常に積極的 な学生 がいて、 白分 としては結果

が納得出 来ないので再実験 を させてほ しい と申 し出

て水曜 日の 午後 に再実験を させた事 もあ りました。

それに比べ て最近の学生 は、 どうも授業の受講態

度 が非常 に受身 にな って いるように思えてな りませ

ん。 「省 エネ1と 百 う言葉 が流 行ってい ます が、最

小の努 ノJで何 とか進級 しよう とす る、いわゆる 「低

空 飛行」 で も構 わない と思 ってい る学生が増 えた よ

うに思 え ます、、最近の学生ア ンケー ト結 果を読む と、

出席 カー ドをな くしてほ しい、テ ス ト日程 を生徒に

決め させ てほ しい、1学 年の基礎 科 目で落 とすのは

よした方 が良い等 々自分勝手な主張 をす る学 生、 ほ

んの一一部の学生だ とは思い ますが、には呆れて しま

います。 もっ と若 者らし くn由 闊達 で建設的な意 見

を述 べて もらいたか った と思 います。

私 が赴任 してか ら入試 もいろいろ変わ りました。

A日 程 か ら、BU程 に、更 に分離 分 各ノ∫式へ と変 わ

り、推 薦 入試の導 人、AO入 試 の導 人、推薦 入試 の

廃 止等 目ま ぐるし く変遷 して きま した。 更に、近 い

将 来には分離分割か ら一本化、 史に、特 別推薦枠 と

して1地 域枠」が導 入され ます。果た して とれだけ

の 本学のア ド ミッシ ョンポ リシーに 』拾 った優秀 な

学牛 を入学 させ ることが出来るのだ ろうか と思って

しまいます。また、最終講義 で も一部触れ ましたが、

3年 前の平成15年 度 より高校の新学 習指導 要領 で教

育 を受けて きた高校牛 が育って きて います。 今年の

1イ1牛がその1期 牛 として人学 して きました。 この

指導要領は 「ゆ と り教育」 を[指 し、学 習内容 が従

来よ りも3割 削減 されています。 この ような状況 な

ので一般 教育の先生 ノ∫をは じめ初学 年 を担 当される

先生 方のご苦労 は今後益 々人変にな るのではないで

し ょうか。

卒後臨 床研修 マ ッチ ングに関 しては、旭 川医科 人

学 への定 着率 がついに10%台 に落ちて しまった こ と

が 真に残念 でな りません、,最近 配 られた 「医師臨床

研修のアンケー ト結 果1を 拝 見しましと、 若者の都

会志 向、地 元志 向であ る程度やむ をえない面 もあ る

と思い ますが、 人学側の努力が空 回 りして いるよう

に思えてな りませ ん、,

この原 稿を書 き終 えた ら早速 メールにて学生 支援

課へ送信 する予定ですが、 この ように電子 メー ルが

生活 の一部 にな ってい ることに改めて感 じ人 りまし

た。学 内LAN管 理運営 委員会の副 委員長 として 平

成7年 に開設 にこぎつけた ことも今 となっては懐 か

しい思 い出であ ります。

最後 にな りましたが、教職 員の皆様の ご健勝 とご

活躍 を、 そ して、旭川医科大学 の益 々の発展をご祈

念 申 し トげて筆 をおかせていただ きます。21年 余に

わた り教育、研究に大 変お世話 にな りました。 心 よ

り厚 く御礼 申 し トげ ます、,

12



定年退職にあたって

内科学講座 循環 ・呼吸・神経病態内科学分野教授

平成19年3月31日 付で定年退職を迎えることにな

りました。平成4年8月16日 付で本学内科学第一講

座 ・第一一・内科(現 在の内科学講座 循環・呼吸・神経

病態内科学分野、病院では循環器内科 ・腎臓内科 ・

呼吸器内科 ・神経内科)の 第2代 目の担当者(初 代

故小野寺壮吉教授の後任)と して赴任致しました。

平成4年9月30日 および同年12月1日 発行の 「旭川

医大病院ニュース(第42号)」 、「か ぐらおか(第74

号)」、では,そ れぞれ 「就任にあたって」、「教授就

任にあたって」 と題 して冠循環(循 環器内科)・ 肺

循環(呼 吸器内科)・ 脳循環(神 経内科)に 腎循環

(腎臓内科)を 加え融和させ,第 一内科を総合力に

あふれる循環器(総 合)内 科に発展させたいとの抱

負を述べております。また、同年12月 発行の第一内

科同門会誌に"旭 川医大には、教室や同門の先生方

は勿論のこと、講義や臨床実習で接する学生諸君の

姿勢 ・雰囲気に建学の精神と申しますか、パイタリ

ティーとハングリー精神,真 摯さ、真面 日さがまだ

息づいており,こ れらは最近では,な かなか得がた

い大きな魅力で今後の本学の発展への原動力になる

・・。そういう若い人の力・魅力を是非大 きく育てた

い。"と 記 してお ります。一方,将 来,全 人的医療

を担 う人間性豊かな医師を 目指す学生諸君 として

は、挨拶含めた礼儀作法に欠けるところも感じ、こ

れは愛情のこもった厳 しさで接することに致 しまし

た。以来,14年7ヶ 月間にわた りこれらの抱負を達

成すべく努力してまいりました。そして退職を前に

し,こ の14年余を振 り返 りますと,教 室については,

教育・研究・診療 ・管理運営・社会貢献など求め られ

る業務に比し数少ないスタッフの中で,広 い領域を

カパーする有能な教室員がよくここまで育って くれ

たなと,ほ っと安堵する気持ちとともに教室員およ

び同門の先生方の真摯な努力 と一致 した協力に衷心

より感謝を致 したい と思います。今後の彼 らの大き

な飛躍と教室の、ひいては大学全体の更なる発展を

大いに期待致 してお ります。また、卒後臨床研修制

菊 池 健次郎

度導入後の若い医師の人材確保に向けては、内科学

講座では現在,内 科3科,総 合診療部が ・体 とな り

本学の卒後研修カリキュラムの充実 ・柔軟化,情 報

収集 ・情報発信の強化を進めており,明 るい展望が

切 り開かれるもの と信 じております。学生諸君 との

関連では、平成6年8月 から平成10年3月 まで保健

管理センター所長を命ぜられ,そ の際に臨床各科の

ご理解 とご協力を頂き,健 康相談 日を現在の日数に

増加,ま た、当時の清水学長先生や学生課(現 在の

学生支援課)の 支援を頂 き,新 入生への心電図検査,

末梢血算、血液生化学検査などを導入することがで

きました。加えて、「AIDSと 共に生きる時代の中

にあって」の講演会の開催 とその内容 「保健管理セ

ソターのしお り」への掲載 と学生諸君への配布を行

いました。 これらは本学が全人的医療を担うべき医

師および看護 スタッフの育成のためには学生時代の

心身の健康保持・増進は極めて重要 と考えたらかに

他な りません。サ ヅカー部の顧問 も忘れ られない経

験でした。そして学生諸君の前述 した"得 がたい魅

が は、まだ残っているようで嬉 しく思っています。

病院のほうでは、平成15年8月 から平成17年7月 ま

で副病院長(経 営改善 ・病院改革担当),地 域医療

連携室長,ボ ラソティア委員会委員長を仰せつか り

ました。この間,第 一内科の教室員,教 室のサポー

ターの皆さんはもとより病院各部門の皆さん,ボ ラ

ソティアの方々には多大なご協力と御支援を頂 きま

した。特に感慨深い思い出に病院機能評価受審があ

げ られます。実質3.5ヶ 月の超短期間の準備で認定

証を授与されたことは病院職員はもとより大学の全

職員の危機時の結束力の高さの賜物 と感激致しまし

た。14年 余にわたる皆様の御厚情に心 より感謝 と御

礼を申し上げ,ま た、学生諸君が真摯で表面的な情

報に惑わされず、常に本質を見直す姿勢を堅持され

んこと,本 学の益 々の発展を祈念 し,退 職の御挨拶

とさせて頂 きます。ありがとうごさいました。

一13一

}
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願 熊 が行棉 ま曝

平成19年2月8日(木)に 、3月31日 をもって定年退職されます、物理学 教授 谷本光穂

先生並びに内科学講座 循環・呼吸・神経病態内科学分野 教授 菊池健次郎先生の最終講義が看

護学科棟大講義室において行われました。

繍9

簿

頑藷
智

N

鹸

・4

晦
犠

■

ー

、

当日は、一般教育 山内教授、臨床医学、笹島教授、それぞれの司会のもと、谷本教授は「磁気共

鳴と共に40年 」、菊池教授は「旭川医科大学での十四年間を願みて」と題 して旭川医科大学を振

り返 りながらの有意義な最終講義をしていただきました。

最後には、学生の代表や病院、教室の関係者の皆さんより沢山の花束が届けられ、とても盛大

な最終講義となりま した。谷本先生、菊池先生、お疲れ様でした。そ して、本当にあ りがとうござ

いました。

ソゴー灘 難1響 尋
難灘聯難鰻 轍・鰍

当
納

平成18年 度外国人留学生冬季交流事業が,2月2日(金)・

3日(土)の 両 日にわた り本学に留学している学生 とその家族

と関係事務職員及び本学に研究者 として在籍する外国人の計

20人 が参加 し実施 しました。

この事業は,北 海道の冬のスポーツであるスキーを通 して

雪や寒さの中での楽 しみを知 ってもらうとともに,留 学生同

士や留学生と教職員 との交流を目的に7回 目の実施となりま

した。

今回,参 加頂 いた外 国人の方 々の国籍は,中 国 ・韓国 ・台湾 ・ブラジル ・カメルー ン・エジプ ト・ドイ

ツ・オース トラ リア・イ ギ リスの9力 国 にわ た り,国 際色豊 かな交流事業 とな りました。

天候に恵まれた富良野スキー場でのスキーは,北 の峰ゾ
ーンと富良野ゾーンのどちらも滑走する八イ レベルの方か

ら,生 まれて初めてスキーをする方な どとレベルは様々で

したが,全 員が最後まで元気に楽しむことができました。

夜は白金温泉の宿泊施設で交流会を実施 し,終始和やか

な雰囲気の中で留学生と研究者 ・事務職員との情報・意見交

換が行われました。

(学生支援課)
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平成18年12月20日(水)夜7時 よ り本 学学生団体であ る室 内

合奏団 によ ります ク リスマ ス・コンサ ー トが病院玄 関 ロ ビー にて開

催 されま した。

当日は、メンバーによりますサ ンタクロースや トナカイのコスプレ?

での演奏に詰掛けた入院中の患者様、お見舞 いの方々、近隣 よ り来 ら

れた方々 もク リスマ ス ・イ ブ ×5を 楽 しん でお られ ま した。また、演

奏の途中 には来場 したお子 さん を中

室内含嚢団

クリスマスコンサート

心 にク リスマス ・プ レゼ ン トも配 ら

れ大盛況の うちに終了 しま した。

残念 な のは、23日(土)に 開催 予

定であ った ブラスア ンサ ンブル及び

合唱部 の ク リスマ ス ・コンサー トが

ノロ・ウィルスの 関係 によ り中止 に

な って しま った ことです。

部員たちが開催 を 目指 して一 ヶ月

以上 の間、昼夜 を 問わず一 生懸命 に

練習を していた こと考えます と本当

に残念 でな りませ ん。特 に最終学 年

の部員たちには最後 の コンサー トの

機 会が無 くな って しまい掛 ける言葉

もない くらいで した。

後 を引 き継 ぐ部員 たち には、今後

開催 するコンサー トに練 習の成果 を

ぶつけても らいたいと願 っています。

平成19年1月20日(土)夜7時 よ り本学学生団体であ るギター

部 によ りますニ ュー ・イヤー ・コンサー トが病院玄関 ロビー にて開催

され ま した。

試験の前の貴重な時期 に日頃の

練習 の成果 を発揮す る機会 に恵 ま

れ思 いっき りに弾 けて?い た よう

に感 じました。全13曲 の演奏 には

来場 された方々よ り声援が飛んだ

り時 には笑 いがあ った りと和 やか

な コンサー トとな りました。特 に終

盤の4曲 は クラブ内バン ドであ り

ます"Soundcab"に よる演

奏で大変な盛 り上が りとな った こ

とをお伝 え します。

も し機 会があ りました ら、大 学関

係 者の方々にも本学の音楽系団体

の コンサー トに足を運 んで 日頃の

練習の成 果を耳 と目で感 じていた

だきたい と思いま した。

ギター部

ニューイヤー コンサート
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平成18年 度1年 のあゆみ

入学式4月7日(金)

医学科入学者

看護学科入学者

看護学科3年 次編入学者

第32回 医大祭

6月9日(金),10日 仕),11日(副

「 ㍉写

め 趣

∫」 ノ

古本市

90名

60名

10名

新入生合同研修会

4月18日(月),19日(火)

講演風景

手話の演習

ゲ ー ム

BLS+AED

受付風景

フ リ ー マ ー ケ ッ ト

鯛闘

開会式

第53回 北海道地区大学体育大会

(分担種 目

7月8臼 仕),9日 旧)

副 一 一 で._一

競 技風 景 競技風景
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平成18年 度1年 のあゆみ

音楽のタベ

8月26日 仕)

幣'

室内合奏団

合唱部 ギ タ ー部

ブラスアンサンブル

体育大会8月30日(水)

解剖体慰霊式9月20日(水)

のヘ
へ 　

　撫
㍉

外国人留学生

秋季交流事業

9月28日 休)

学位授与式3月23日(金)

医学科第2年 次後期

縞入学生入学式

10月2日(月)



本学が薦めている保険の概要は、下記の図のとおりです。

③ 学生 ・生雛総舎保陰A・ 臓タイブ ※3階 部分
一一

内容 傷害 ・損轡購償を24聴間縮償&針 劇し雛故鳶篇償

補償

金額

死亡補償金Aタ イプ500万 円Bタ イプ300万 円

対 人賠償Aタ イソ ・Bタ イプ1億 円限度

対物賠償Aタ イプ ・Bタ イプ1億 円限度

針刺事故の予防 ・治療費補償 保険期間巾50万 円限度
　

掛金 学生生活の しお りを参照 して くだ さい。 一

加人

の

是非

看護学科/医 学科第1～4学 年 任意加入

医学科5・6学 年 加 人を義務付けている(臨 床実 習

σ)ため)

※学生教育研究災害傷害保険及び医学 生教育研究賠償

責任保険(医 学賠)に 加入 してい ること。

② 畷掌坐敏育研蜘賠償糞優傑験 催掌賠》 ※2階鶴分
}一一一

内容
正課中、掌校行事中、廼学中に、他人にケガをさせた

り、他人の財物を壊したことにより被る法律上の損害

賠償を補償

補償

金額

対 人 賠 償1事 故1名1億 円限度

対 物 賠 償1事 故250万 円限 度
一一

掛金 6年 間4,800円4年 間3,200円 ※1年 間800円
一一

加入

の

是非

入学時加入を義務付けている

※学生教育研究災害傷害保険に加入していること

① 軸 隷囎 糠 膚儲 轍 綜繍購鋤 四「擬導樽邸分

内容

一 一

補償

金額

一一

掛金
一 山

加 入
σ)

是 非

庇繰申、篠外榊 瓶 鋤熱賛汲ぴ購校行纂中に*人が

傷癖飾の寮数樵協ウた場舎

死亡補償金 正課 中2,000万 円

課外活動中1,000万 円

傷害補償金 正課 中 治療 日数4日 以上か ら

課外活動中 治療 日数M日 以上か ら

入院1日4,000円

6年 間5,400円4年 間3,900円

入学時加入 を義務付けて いる

詳細については、学生支援課学牛牛活支援係にお尋ね願います。

本学では、学生諸石の学生生活及び日常生活に対 して

上図のような保険を用意して、加入を薦めております。

①学生教育研究災害障害保険(学 研災)は 、学生生活中

に負った本人の傷害等の保険です。加入を義務付けてお

ります。

②医学牛教育研究賠償責任保険(医 学賠)は 、学生生活

中に他人から損害賠償を求められた場合の賠償補償保険

です。加入を義務付けております。

③学生 ・生徒総合保険A・Bタ イソは、 日常生活24時 間

をカバーする傷害保険 と賠償補償保険です。

加入は任意ですが、医学科5・6学 年は臨床実習に備え

加入を義務付けております。

奨学生の寡桑について

口本学生支援機構は、優秀な学生で経済的な理

由で就学困難な者に学資を貸 与しています。

本学では、 日本学生支援機構か らの推薦依頼に

基づき、出願者の種々の条件を考慮 して選考を行

い、日本学生支援機構へ推薦 します。ただし、日

本学生支援機構では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定め られてお り、その資格があっても採用

枠の関係で推薦できない場合があります。

申し込み方法はインターネット(ス カラネット)

によるによる申込みです。学生募集要項及び申し

込み方法の説明会を4刀11口(水)午 後5時30分 か

ら第7講 義室において実施 します。希望者は集合

してください。

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学

資の支弁に困難な事情が生 じた場合は、学生支援

課学生生活支援係に相談 してください。

平成19年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を

希望する学生で、免除基準のいずれかに該当する

と思われる者は、学生支援課学生生活支援係か ら

必要書類を受け取 り、申請期間内に提出して くだ

さい。

免除基準の概要はつぎのとおりです。

○経済的理由で授業料納入が困難であ り、かつ学

力優秀 と認め られる場合

○授業料納期前6か 月以内において学資負担者が

死亡、又は風水害等の災害を受け、授業料納付

が著 しく困難であると認められる場合

なお、このことについては、公用掲示板にも掲

示してあ りますので確認 してください。

また、不明な点は、学生支援課学生生活支援

係に問い合わせ願います。

申 請 期 間 在学生 平成19年3月30日(金)

(期限厳守)新 入生 平成19年4月11日(水)

※授業料滞納者の授業料免除申請は、受理できま

せんのでご注意 ください。
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授業料 を2期 滞納 し所定の期 日までに納入 され な

い場 合には、除籍 とな ります。

この取扱いは、平成17年 度か ら適用 されています

ので、 平成19年4月1日 において授業料 を2期 以上

滞納 してい る場 合、 平成19年9月30日 を もって除籍

とな ります。

以後授業料納期である6か 月ごとに適用されます

ので、授業料の支払計画をきちん と立てるようご留

意 ください。

(学生支援課)

皆さんご入学おめで とうございます。我々、新歓

委員は右も左 もわからないであろう新入生の皆さん

のために新入生歓迎合宿 というものを用意していま

す。 日程としては、入学式の翌日からなので4月7

日(土)、8日(日)に 行います。気になる内容につい

てなんですが、まず、学内では大学見学、部活紹介、

出店 といった行事があ ります。ひとつずつ補足して

いきますと、大学見学では一年生で使う教室などを

私たちが案内します。部活紹介はその名の通 り数多

くある部活が皆さんを勧誘 しようと趣向をこらした

部の発表をして くれます。出店 というのは部活など

に自分のメールア ドレスを教えた りする感 じです

ね。そこで沢山の部活に書いておくと後々いいこと

があるかもしれませんよ??続 いて、ホテル 「とき

新入生歓迎実行委員会

や亭」に場所を移動します。そこでは、みんなで食

事 したり盛 り上がった りと新入生同士の距離がぐっ

と縮まること請け合いです。また、大学よりもさら

に積極的な 「乱入」 という部活勧誘があるので気に

なる部活にはどんどん顔を出してみて ください。

ここで書いただけではどんな行事かまだつかめな

いということも多いでしょうが、 この新歓合宿に参

加 した ことがきっかけで仲の良い友達を見つけた

り、 自分にあった部活を決めたりした先輩も沢山い

るようです。参加して後悔させることのないように

我 々新歓委員は入念に準備をしてきました。ぜひ参

加 して旭川医科大学での生活を楽しいものにして く

ださい1!

匙
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平成19年4月 以降に学生団体活動(部 活)を 継

続する団体の責任者は、4月 中に 「学生団体継続

届」を学生支援課課外活動係に提出して下 さい。

なお、継続屈を提出しない団体は活動を停止した

と判断し廃部 とします。

また、新規に学生団体の設立 を希望する学生は

4月 中に学生支援課課外活動係に 「学生団体設立

届」を提出して下 さい。なお、設立届の提出時に

活動内容等に関する説明を求める場合があります

ので 「活動内容が同じ様な団体がある」等、安易

な団体設立は避けて下さい。 各届出用紙は学生支

援課にあ ります。

学生支援課課外活動係です。最近、課外活動物

品を貸出期間が過 ぎても返却 して くれないケース

が多々見受けられます。心当たりの方は至急、返

却 して下さい。なお、貸出期間の延長は可能なの

で貸出延長の手続を管理室(福 利厚生棟の理髪室

4)隣)に て行って下さい。(特 に昨年σ)春当たりに

借 りたままの君!一 度管理室へいらしゃい!)

胃==コ

葱
解剖学講座

講師 平 義 樹

捏 造 問 題

この拙文が皆さんの目に留まる頃にはいささか

旧聞に属すると思われますが、ある番組で放送 し

た 「納虚ダイエ ヅト」が捏造である事が明らかに

なって大騒ぎにな りました。皆様の中にも実践 し

た人がいらっしゃるのではないでしょうか?こ れ

を機に捏造問題が随分 と新聞その他を騒がしてお

ります。テレビ番組の捏造問題はこの番組に限 ら

ず他の番組でも明らかになってきてお り、まさに

止まる所を知 らないという様相です。ただ、 もと

もとテレビな どは細○数○氏 とか○原○之氏とか

怪 しげな番組を平然 と流しているような媒体です

から、今回の事件 もさもあ りなんとも言えるわけ

で、評論家の発する 「消費者 も賢 くな らねば」 と

いうあ りふれた結論 とともに忘れられて行 くので

しょう。

一方、私たちの自然科学の分野でも捏造が後を

絶ちません。 ヒトES細 胞の論文捏造事件は記憶に

新 しいところでしょうし、古 くは一骨学実習の手

引きをお読みなった事がある人はご記憶 にあると

思いますが 人類学の分野で前世紀に 「ピル トダ

ウン人」 という大掛かりな捏造事件があ りました

ので、むしろ自然科学の分野こそ捏造の元祖 とい

って もいいのかもしれません。 ピル トダウン人の

頃は捏造する側も力がこもっていましたが、最近

はコソピュータの発達により容易にできるように

なりました。昨今の捏造増加の…因としてこの点

は見逃せません。実際に研究で画像処理などをし

ている と、果た してこれは捏造ではないのか?と

疑問に思う事 もあります。 コンピュータに限 らず

最新技術を検証不 卜分なまま盲 目的に使用する事

により、私たちは知 らないうちに担造をしている

かもしれません。

何 百年も後に今の時代を科学史家は、膨人な捏

造データの中にほんの少しの真実が混ざっている

異常な時代 と認識するかもしれません。その時に

せめて 「あいつのデータは現在では正 しくないが、

少な くとも故意に捏造 したのではなさそうだ」 と

言われるように誠実に研究を行いたいものです。
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